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設霞 I 擊®前!こ，こ ©I 事説明警簿 C 55読齋®3覆正 b ^据付け言參だをい。 

S3b\ こ®I擊説明醫 tt. I覇終 7" 後I こ顧擾觀明書緖!こ織 " f' 懸客樣にお渡しくだをい。 

錐ストーブを設置する場所には、電気設備に関する技術基準、义巧予防条例に定められた設置をずる必要があ 
りまず。を地区の市。町-巧义災予防条例に従ってください。 

施工上の責任は当社では負いかねまずので、万一施工上に起因する不具合が生じた場合は、責店の保証規定 
によって修理いただくよラお願いいたしまず。 

Iストーブ本体にテープで貼付けられている注意チラシ等は読んだ後取り除き、お客様にお渡しください。 

I取扱説明書に従って「特にま意していただきたいこと」「使用方法」「アフターヴービス」「保証書」につい 
てお客様に説明してください。 aP4nnniRnnnR 
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说 V .;ぶ: L :;; t 假谴禪讚類: K . 薦塞 P 


◎ ここに示した事項は么警告、么注意に区分していまず。 


,シ' 这一：？—つ’’ r — ; 

玉青野 

が、こ‘こま互 

/! '/种.寻 


この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその 
作業後の不真さによって使用者が死亡:、重傷を負ラ可能性、また 
は火災の可能性が想定される内容を示していまず。_ 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業音が、またはその 
作業後の不具合にぶって使用着が傷害を負ラ可能性や物的損喜の 
発をが想是される内容を示していまず。 


@イラスト(まんが)の横にあるマークは次のように表していまず。 

イ\うマづ禦 1 h 。。 I マ-ク猶示、 

4%苗な -化 

_ '—4—;, W _ 

麗村けな鞍設按， IP 责店ミたお漏‘阔業嶺が 
巧っ ^7 、':ザ^し!。 

〇お客様ご自身で据付けをされ、不備があると感電や义災の原因 
になります。 


福却 r ;’ 拉—が;ぶ臟訊 ik 霞気設漏に關貫る據術 
墓準など類而呼灣餐ち守つで行^百令だを U 。 


マ-ク思薦 






A 警 ft 


喧ぶ辭寶む 


麗巧給 SP 気禦 it 

〇屋内に排気すると、排ガスが室内に充満 
して危険です。 

おず屋外に排気してください。 

庶不給排気禁止 

〇巧下に排気すると、排ガスが室内に漏れ 
て危険です。 

おず屋がに排気してください。 

給排気«屬麵襲に獲続 

〇給排気筒を確実に接続し、しっかりと固 
定してください。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運 
転中に排ガスが室内に漏れて危険でず。 


〇 

善 





給排気簡トップほ閱奪く L ない場爾に議 

0積雪がをいときに給排気筒トップの周り 
が雪でふさがれない場所に設置してくだ 
さい。また、板などによる「雪囲い」は給 I 

排気の巧げになるのでおやめください。 … 

運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 



丛 a 意 


巧の場爾に隱掘。付甘ない 

义炎1 日予類 b 顯い壽故® / 

原因に藏り繫貫 ^ 

□水平でない場所、不安定な場所 

□不安定な物を索せた棚などの下 

□可燃性ガスの発生ずる場所またはたまる場所 

■付近に燃えやすいちのがある場所 

■階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 

圏温室、飼育室など人のいない場所 


〇 


端忘; 


爾燃物 t の li 離む離ず I 

標攀媚付’け例 ^ 

‘ h— ブか S 厨巧吐巧燃鞠をで®離1111離は圏©ぶうに 
して < だをい。 

〇可燃物との距離は國に示す ''' 一 ''''.' 

寸法じ I 上離して設置してく .'厂にこ-^'^'心--'' ぶ 

ださい。 ， 参,叫二^- ^了阔 

〇マントルピ…スな(:どスト ー■ ぶょ- 

ブび囲われる場所に設置す -i 
る場合の内部やその周辺は、1 

できるだけ不燃材網•又は準 II リーー P ドI 

不燃ネオ料あるいは腕熱板で " T ご:'..'''、':';.'''、、'' み''.' 

仕上げを巧ってく.だをい。 km !- 

また、ストーブは喊ず壁面 V 口ょ-]も: が .. 

より 5cm な上手前に出して :、' [ 化 ma 上 1：； -が 

ください。 豈 f T ] 1造1':。::.避1一1ミ 

〇この取り付けち法I は、防火？ 

性能認証委員会にぶり認証さ 

れたものです。 1 I I 卜 

‘ ' .' >、\、こ‘、-‘ V 、:V' ぶ''.:.'‘、、 

□給排氮箇 b ップか6周図め可I騷物泉での離隔踞雛は図の 
ぶうにしてくだだい。 

巧 zzzzzzzzzzzzZzz 

I . 

^尸壁固まを具 60cmW 上け;') 



\\, 100 cm 
巧'. W ! な上 

ず— 


10 cm ； -，阳 
JU 上 t. 巧'—‘、 jw 

’- w、 .、 . が'\、^— 




馬大柄雪面より 50cmii (上/ 


tsOcmlii 上 


巧がが物-地面•スラブ面なと 


が抓 ] が上 ^ I I 45crn が上 


® 給排気筒トップは上方及び両側に気流 
ミが※）日 OcmJ； (上の寸进は、 を阻止ずる障蓄物がないこと。 

不燃材を使用する場合は 〇雪のをい地ちでは、最高積雪面より 
30cm な上とず'’る。 50cm じ(上離れる場所に、給排気筒 

を取り付けてください。 


1 J 二図では可燃物京での離履駆11ををしていまずが、保す点横や性能鑛誇 
のため、不燃物など避)靖含る i: 図離隨駆離としてくだをい（※部は除く）。 


ま式たごご巧 


油タンクの組立てと据付け 


適夕こ'::苦础。ク Pi 屬で耶擺謂明書に b たが■^て li 壁 ZX 


^由タンクは、油タンクの油面がスI — ブ設置床面より 30cm な上 2nUU 内の高さになる 
ように据付けてくだをい。 

コ油タンクは熱。振動。衝撃の少ない場所に据付けてください。 

_, 

コ涵夕::/クの据朽’けは、賓’地のかがず防祭例に L4 たげ つてく ださい。 

つ涵タンクは、ストーブとの圃に段狄±有効な壁なとがない場含は、 2m な上離してくださり。 

义巧め原園になりをる-。 

3油タンク!を、油タンク巧の油面がス h- ブ設置巧画ぶり 2m な上高くなるところには据 
巧け巧いでくだをい。 

滅が窟迪画器ぶり S みれ出ることがありぎ-:る—。 


ゴム製送油管の取0付け 


ゴム襲寇湖管を續続盛翼の權元泉で蓮 b 逆み、耐屬の9’ 
バンド（小）で國く麵めが!づ。てく禮を U 。 




ワイヤーバンド川、) 




。つ、'’ 卜-»ブ測攘続盒翼にかぶせで®る坪ヤップを夕 1. 接続金呂 

ずとを-巧郭巧磅滴が聞ることびありミすので.. 乂 

巧などを幽ででが b てくだをい。 \ I \ 

〇 ゴム«邀自管 C0 ぞ端 i や違をを極端に閣げで酷管しな 
いでください。最か史晒げ単握は100 mrn 趕廈た让 & な 
としてく.瓶り。 

：!ム護送滅醬にむ巧 am を盛じで，迪漏:なめ原因に \ン’1 

なりミず。 ワイヤ-バンド(ル） 

〇ゴム聲送规管は±.に跡さめせたり.靈量钢がのったり、留気遺りがでをるぶうな影;!刘こ 
な S ないぶ3に L/ でくだをい。 

〇ゴム聲送油誓は.. jis 資3022 r 忍泡燃焼機器用ゴム聲態由管 J に合権したをのに朔■は 
懐用しないでくだだい。 

〇送迪管を屬列部分族び遵設部分は、防鐘処疆された鋼營、交は鋼管（•列径径 mm、 肉厚 
0.8mm) を擅巧しでください。ゴム議違油管は使用しないでください。 

〇ゴム製送油管は紫约歸が孩たると勞化?ザ早くなりをす。でをるだけ日光にあた S ない場 
所を選んで < だをい。 

〇蠢屬製鎖留管で配管する場合は、棚新、加I暗の切りくずや切競をきれいに取り除いて 
か安酷管し cC だをい。 

寇酒画器か资涵ぜ巧みれたり、霞磁ポンプが故障する原因になり致ず。 


ストーブの固定 


スト"ーブ①固定は給排気筒を取り付けてか5巧ってください。 

1。壁固疆藍舅戀麗に固薦 b てくだを U 。 

壁のネオ質によりなのぶうに取り付けてください。壁固定金具 

① 木又は厚い合撮の壁 〇" 、 

木又は厚い合板の壁に固定する場合は、附属 J-* . 

①ねじ （4X2 已）を使用して壁に直接固定 \ 

してください。 4X25 ねじ 

② をルタル、コンクリ…卜①壁 /ソ// 

モルタル、コンクリートの壁に固定ずる場合 

は、市販のコンクリート用プラグ（ねじ径0 
4用）を壁に打ち込み、①項と同様に固定し ’ ^ 

て < ださい。 

⑤扫胃ボ…ド、薄い合板の壁 
石賣ボード、薄い合板の壁などに固定ずる場 a 

合は、市販の中空壁用プラグ（ねじ径04用） < 

を壁に巧ち込み、①項と同様に固定してくだ 
さい。 

@±壁、しっくい壁 

±壁、しっくい壁などに固定する場合は、壁 
にそえ木をしてか5、①項と同様に固定して 
ください。 







鹽固麗娠の11節むじ齊颇る麵 T 
か5スブ奪歷にあしつけ、 
壁固憲靈翼^壁固麗極齊麵属⑩ 
ねじ （4 x 10) で固 Sb、ilffia 
じを締付け zx だを u 。 


調節ねじ 


スト…ブほ附属の壁圖窟盒具で感ず固定してください。 
壁に圖恵で芭-ない場所での懐用はおやめください。 



壁固定金具- 


' 壁固定板 
4X 10ねじ— 




謂； 


麵馨歷欄寫識纖馨繊 


] 給排気筒あびエ馨部品は、給排気筒の脾び径 D40 の:ものを使用 b 
てください。糖超な斜①をのは俊用1/ないでくだをい。 

聯橋している給排気簡セットは、壁の厚さび11 cm な下、 S4cm 
な Ji® 鹽にIか劈屈でを謗•坦ん。 

鹽®厚だが1 1 cm が rF でおる場禽は、別荒部品の覆裂給排気箇ス 
ぺ…妙 （y)、 呂 4Gm. な J この場合ほ養飄給緋熟筒延擾7ダプタ (D) 
を傻獨I心てくだだい。 

] 給排気筒のさ i 面（パブの洗端など）でケガを1/ないぶうに.を袋 
をIをめて巧って < だ班い。 

。霞霞湯雨を熟跋て‘ C だを U 。 


2 。 I 箭非氣簡の巧琼け位圈を热めてくだ兹い。 

® この工事説明書の型紙（襄面）を壁に押し当てて、給排気筒巧位置をミ央 
めて < ださい。 

〇壁固定金具取付け位置のねじ巧にも印をつけてください。 

(穴位置が決まりました5型紙をはがしてください。） 

3 。 壁に繪排気簡の穴を摄け^く 倘 \ A 。 


〇印を巧けた位置に直径30〜 85mm の 
巧を璧巧側か！5留外に同けて.下向き 
に約3°の傾斜で裔けてくだをい。 

〇あけるとを、壁内の鉄筋、電気•電話配線、 
ガス-水道配管に十分注意してください。 

〇穴は直径8已 mm より大きくな b ないように 
してくださし、。 


室内側 





巧に巧を飼ぷ贷傾斜で下向をになじでくだをい。 

雨水がスト…ブ巧に入って翼嵩燃焼したり、豊巧ゃ壁巧に漫乂ずること 
が提りミミす。 ■ 


4 。繪緋氣簡を 3 離 L てくだ送 U 。 

〇附属の給排気筒を回して室内-室が側に分離してください。 


絕綴ス U - ブを駅り树けて < だを lA 

〇絶縁スリーブを丸めて壁巧に差し込み、 

壁の厚さをはかってか b 抜き出して切 
り、再び壁巧に差し込んでください。 


盛の^ 



脚脚 M 5 嫩飄題か星風出 wja 腊 -laagmw^jBias 脚臓 " 械 I 碰 . 丽 ! 職棚 q が娜 R! を，処画 MTO 画祖娜 


/K 麓胆 


ダンボー•ル箱か S ストーブを取り出し、パツキン材、テープなどを取り除いてください。 


涵タンク t © 距離を離す 

〇油タンクはスIブより 2m じ(上離して 
据付けるか、防义上有効な遮へいを設け 
て < ださし、。 

据置式の油タンクは、不燃材の床上に据 
付けること。 

ム H 遠滴管の層外懷用禁 it 

〇ゴム製送油管は屋外で使用しないでくだ 
さい。 

ひび割れを生じて油漏れの原因になります。 




2m 似上 


爾屬 S 嚇纏認' 




® 附属品として次のちのが用意されていますので確認してください。 

申ーバン F ( ij \) m 國憲黨翼り* <1^-- バンド 



〇 



4x10 4X25 

に勒 （2 本） 


ン 


ブ r ワンタツタカ’ 


壁スぺ■-サ 


(UFH- 巨 41UVF のみ） 


(UFH- 日 41UVF のみ） 



減漏れ繼認 

〇油タンク-ゴム製送油管。接続部およびスI -- ブ等 
か5幻■油漏れがないことを確認の上ご使用ください。 
な油が漏れていると义災のおそれがあります。 

織 I 歸簡⑩点機 

〇据付けが終わりました5、もラー度点検してください。 
次のよラな取り付けは、危険であったり、異常燃焼を 
おこすおそれびありまずので、必ず修正してください。 


# 

© 


ワンタッチクランプ 

に個） 





覇類説'晒 


給排気©。ッ 



司■燃物近接襲止 i 接続部のゆるみ禁止下り/勾配のこと給排気筒トップが近 

クみ、 I クこ--',7へ ①危険物近接禁止 


© ‘ 〇 




0 




接続のゆるみは 
あ 0 ませんか 



2m2 聞がりジ、でのこと 


# 


延長吕 mL ソ下、\ 
曲びり吕箇所-じ1下 



給排気筒トツプと開口部（窓など） 
との距離が離れていること 




# 




①室内側給排気筒 
③室巧側パッキン 

③ 室外フランジ 

④ 室外側パッキン 
⑥給排気筒トップ 

⑥ 絶縁スリーブ 

⑦ スぺーヴ 

⑨スベーヴパッキン 
⑨ _4 X 25 ねじ3本 


麵儲腺麵麵鑛麵憲 _ 

ス1-^ブ献6周囲の可臟物鬻^の難!1駆離!ま國の 
ぶ5になる攝爾を選寇 be くだを！/!。 

•燃えやずいものや障害物のない場所。 / ! / 

•水平で安定のよい、しっかりした場所 。//I / 

•ストーブを背面で固定できる場所。 / / // // 

@電源は家庭用10 0 V の電源コンセント // 

をご使用ください。（電源コードの有効-:化 

長さは約 2 m です。） 芒^_ 

•給排気筒が正しく屋州こ取り出せる場所。一一 1- —一一 上 

集合煙突には絶対に取り付けないでく -上 
ださい。 なみ： . 

* 給排気筒トップは高温となります。ル JI 一 4 . 一 \ 

さなお子さまが触れるような場所や、た=ゴ==5^1。。。。 

通路、人通りのはげしい場所には出さ ^一 
ないで < ださし、。 

® な油を燃焼させるため、点火時や消火時ににおいが出まず。 

給排気筒トップは、出入口に近い場所やが気が室内に入りやすい場所に取り 
付けることを避けてください。 


‘ 60cm の上 


10cm が上 


10c|n 上 


100 cm が上 


I 層髓咖 I 轟 


室温サ ー5 スタの取0付け. 


靈疆サ5スタを壁画に！！窟 

〇室温サーミスタをス i 、ーブより 


だを U 


外し、部屋の温度を代表でをる 
壁面にピンなどで固定してくだ 
さい。 

ス I -- ブに取り付けたままです 
と、正しく室温調節しません。 

〇室温ヴーミスタのリード線の長 
さは約 4.5 m です。その範囲内 
で取り付けてください。 

〇室温サ ー S スタは直射日光やふ 
く射熱が当たるところには取り 
付けないでください。 

正しく室温調節しません。 


ピンなどで室温 
サーミスタを 


壁に固定する。が 



1 〜 1.5m 



6 。 S 憂麗遷夕 1 »賞。 

〇後面板にねじ己本で止めてある延長蓋を外 
してくださし、。 

延長する場合は外す必要はありません。 

延長蓋- 


7。排気管驟け檢細リ^ 

① ストーブ背面に固定してある排気管抜け検知リー 
ド線をス I ブよりがし、のばしてください。 

② 排気管抜け検知リード線の先端の端子を、給排気 
筒のねじで固定してください。 

③ 余分なリード線をビニ帯でたばねてください。 





排気管抜け検知リード線 


|暨スぺ -- け獲顧りがけ^く絕送い。 

〇給排気筒のフランジに壁スぺーサを取り付けてく 
ださし、。 

@スぺーサーを2コ使ラとストープを2加!手前に設 
置できます。設置状態によって壁スぺーヴを使つ 
て < ださい。 



壁スペーサ 


排«*屬攘続し^ください 

①ス I ブ側のスライド r 序^ 
管を下にずらし、給排 - 

気筒の排気口と接続し スラ 

てください。 み^排気 

③附属のストッパーリン ^ 

グを差し込んでくださ 
い。 〇 jn 


FFR タイプ UFH タイプ 


スライド管 


-スライド管 
r 排気 □ 


スト ツバー 
IJ ング 


ストッパー 
U ング j 


10。ス h — 夕憂壁に壽なて■窒!％11給排気簡奪璧巧に護 

くだ赛 U 。 「上」マ^ 

® 室内側給排気筒を壁巧に差し込むとき、室内 \ 

フランジの「上」の文字が上になるようにし 


給排気簡 h ツプを塌!り付け實くだをい 

〇給排気筒トツプに室夕 i •フランジ、室が側 
パツキンを通し、室外側より壁穴に差し 
込み、室内側給排気筒に半分ほどねじ込 
んで < ださい。 


室か側バッキン 
//室外フランジ 



-雨水が激しくかかるところや濃議が発まず覆 
地壊では、雨水の壁巧晨入を防ぐため、なじ 
这を部にコー邸ング劑（シリコン累）などを 
塗:なしてください。 


12。給排気簡 b ッ固® b てくだをい。 

〇室夕1•フランジのつまみが上になるように、 
つまみを持って壁面に押え付けなが5、 

給排気筒トップをさ!5にねじ込んでしつ 
かりと固定してください。 

"MiciS) 


’給排気筒の頭り巧け売了暗に給排気筒が3° 
下向をになるように、室巧。室巧フランジ① 
取り巧け商をには十分ミ直意しでください。 

雨かがスト-〜。ブ巧に入り賣當縣焼したり、室 
巧や壁内に侵入ずることがあり哀す。 



室外フランジ 





到® 



壁厚が11〜 14 cm の場台は附属のスぺーサを使用してください。 
〇スぺーヴ-スぺーサパッキンを室外側給排気筒に通してくださし、。 


スぺーサパツキン 
/スぺーサ 


] 給排気筒内の結露水で壁びミちれるおそれが 
窗る場合 

〇スペーサ•スペーサパッキンを使用し、給排 
気筒トップを壁から離してください。（壁の 
厚さは]1.已〜21.已 cm まで） 


13。醫外7贵ンジ部に3-=率ング剤 （ S/U 3ン票)屬塗 
3て<だを U 。 


^ ............... ^^ 

疑を に コー中ングしないと、福水び室内 
や堅巧に晨入ずることがあり京す。 



14。総鏡肅ース⑩撥続 

①附属のワイヤーバンド 
(大）を給気 ホースに 取 
り付けてください。 

③給排気筒の給気□に給 
気ホースを差し込んで 
ワイヤーバンドで締め 
付けてください。 



が編'/ワイヤー 

を倉バンドは) 

給気ホース 



〇排気管違続部へのストッパ~リングの敬り付けや排気管披け橫知リ"ード 
鑛の先端の端ぞ固定を繼鬻に巧って.，接触不鹿を巧をないぶうにしてく 
ださい。 

留瞭管の接続部が巧むていたり、排気管撮け横細リ•-ド線が正しく接続 
をれていないと、 r 臣 19 J を衰をし点义でき致せん。 

〇リ"ド線は給排気箇の高温部に触れないぶうにしてください。 


壁 HI 憲鑑翼腹黑攝韋備嚇 HI 麗 

給排気簡の顧り巧 I す妇 S 終わり議しな 5 u ス 
壁と奪耐属の麗國禮盏舅で固薦してくだを Uc 

9壁の材質により壁固定金具の固定するちまが異なりますので、 

を参照して適切な方まで固定してください。 


ストーフの固定 


襄丽に3^’ 
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スイツチ 1 

スイツチ 2 

1 m な T (ぶ） 

OFF 

OFF 

1 〜 2 m 

ON 

OFF 
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